
は
購
入
者
の
感
覚
に
よ
り
異
な
り
ま
す
。で
は
、

地
震
や
台
風
、防
犯
や
快
適
性
は
ど
う
で
し
ょ
う
。

最
近
の
マ
ン
シ
ョ
ン
は
高
強
度
コ
ン
ク
リ
ー
ト
を
使

用
し
て
い
ま
す
。（
裏
面
、コ
ラ
ム
参
照
）施
行
精

度
が
高
け
れ
ば
1
0
0
年
は
大
丈
夫
だ
と
言
わ

れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
地
震
対
策
も
考
え
ら
れ
、

液
状
化
す
る
よ
う
な
場
所
で
は
杭
を
打
ち
こ
み

表
層
の
軟
弱
地
盤
の
影
響
を
受
け
な
い
よ
う
に

施
工
さ
れ
て
い
ま
す
。ま
た
、風
雨
に
も
め
っ
ぽ

う
強
く
気
密
性
も
高
い
の
で
天
候
の
影
響
は
あ

ま
り
受
け
ま
せ
ん
。最
近
で
は
、開
口
も
広
く
窓

は
二
重
ガ
ラ
ス
で
高
性
能
の
サ
ッ
シ
が
一
般
的
で
あ

り
、戸
境
壁
や
床
ス
ラ
ブ（
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
床
）

も
厚
く
騒
音
も
少
な
く
室
温
も
一
定
し
て
快
適

で
す
。防
犯
に
つ
い
て
も
よ
く
考
え
ら
れ
て
お
り
、

オ
ー
ト
ロ
ッ
ク
や
玄
関
の
二
重
ロ
ッ
ク
は
当
た
り
前

で
、宅
配
ボ
ッ
ク
ス
も
標
準
装
備
さ
れ
て
い
ま
す
。

も
ち
ろ
ん
、防
犯
カ
メ
ラ
も
各
所
に
設
置
さ
れ
て

い
る
の
で
死
角
も
少
な
く
な
っ
て
い
ま
す
。防
犯
・

警
備
に
関
し
て
は
、マ
ン
シ
ョ
ン
と
い
う
多
く
の
部

屋
の
数
か
ら
受
け
る
メ
リ
ッ
ト
で
安
く
安
全
の
恩

恵
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。一
戸
建
て
も
地

盤
調
査
を
し
っ
か
り
と
行
い
、地
盤
改
良
や
基
礎

を
安
全
に
施
行
し
、耐
力
壁
を
し
っ
か
り
と
施
行

し
た
建
物
で
あ
れ
ば
、そ
れ
ほ
ど
心
配
し
た
こ
と

は
あ
り
ま
せ
ん
。
最
近
で
は
、一
戸
建
て
用
の
防

犯
ガ
ラ
ス
や
安
価
な
ホ
ー
ム
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
ー
も

　

住
宅
を
購
入
す
る
場
合
、マ
ン
シ
ョ
ン
が
良
い
の

か
、一
戸
建
て
が
良
い
の
か
、ま
た
は
賃
貸
と
い
う

選
択
肢
は
ど
う
か
な
ど
の
相
談
が
多
く
あ
り
ま
す
。

住
む
人
の
、必
要
と
さ
れ
る
環
境
や
条
件
は
そ
れ

ぞ
れ
違
い
ま
す
の
で
、ど
の
選
択
が
正
し
い
と
は
言

え
ま
せ
ん
。ど
ち
ら
に
す
る
か
は
、マ
ン
シ
ョ
ン
も
一

戸
建
て
も
メ
リ
ッ
ト
、デ
メ
リ
ッ
ト
が
あ
り
、住
む
人

の
考
え
方
や
価
値
観
が
大
き
く
影
響
し
ま
す
。今

回
は
両
者
の
基
本
的
な
特
徴
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

　

始
め
に
、立
地
へ
の
こ
だ
わ
り
を
考
え
て
み
ま

し
ょ
う
。
駅
近
く
の
マ
ン
シ
ョ
ン
は
人
気
が
あ
り
、

そ
の
利
便
性
に
は
代
え
難
い
も
の
が
あ
り
ま
す
。

中
心
市
街
地
は
土
地
の
価
格
も
高
く
、高
層
利

用
を
推
進
す
る
場
所
が
多
い
の
で
当
然
マ
ン
シ
ョ

ン
に
適
し
た
環
境
に
な
り
ま
す
。
裏
を
返
す
と
、

立
地
の
悪
い
、駅
か
ら
遠
い
マ
ン
シ
ョ
ン
は
、価
格

の
割
に
価
値
が
低
く
不
利
に
働
き
ま
す
。
立
地

だ
け
が
全
て
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、駅
か
ら
離
れ

れ
ば
再
販
売
価
格
＝
中
古
価
格
も
低
下
し
ま

す
。例
え
ば
、4
，0
0
0
万
円
で
買
っ
た
マ
ン
シ

ョ
ン
が
、10
年
後
に
2
，4
0
0
万
、つ
ま
り
40
％

も
価
格
を
落
と
し
て
し
ま
う
よ
う
な
こ
と
も
あ

り
ま
す
。一
般
的
に
は
、一
戸
建
て
で
は
そ
こ
ま
で

の
減
価
は
あ
り
ま
せ
ん
。購
入
し
た
後
に
売
る
こ

と
を
考
え
な
け
れ
ば
気
に
す
る
こ
と
は
あ
り
ま

せ
ん
が
、財
産
の
価
値
が
低
く
な
る
の
は
不
安
に

な
り
ま
す
。ま
た
、固
定
資
産
税
等
も
一
般
的
に

は
一
戸
建
て（
木
造
）の
住
宅
よ
り
マ
ン
シ
ョ
ン
の

方
が
高
く
な
り
ま
す
。こ
れ
ら
は
対
象
と
な
る
土

地
の
面
積
と
、建
物
の
構
造
に
関
係
し
て
き
ま
す
。

マ
ン
シ
ョ
ン
は
多
く
の
所
有
者（
区
分
所
有
者
と

い
い
ま
す
）が
土
地
を
敷
地
権
と
い
う
形
で
所
有

も
し
く
は
賃
借
し
ま
す
。よ
っ
て
、地
価
の
高
い
土

地
で
も
多
く
の
所
有
者
で
権
利
を
持
ち
ま
す
の

で
一
戸
あ
た
り
の
土
地
の
固
定
資
産
税
等
の
割
合

は
低
く
な
り
ま
す
。一
戸
建
て
は
そ
の
土
地
部
分

に
固
定
資
産
税
等
の
多
く
が
課
せ
ら
れ
ま
す
。し

か
し
、中
心
市
街
地
か
ら
離
れ
た
一
戸
建
て
の
土

地
の
価
値
は
低
い
の
で
、土
地
に
対
す
る
固
定
資

産
税
等
も
低
く
な
り
、建
物
が
古
く
な
れ
ば
そ

の
土
地
で
建
て
替
え
を
し
た
り
、売
っ
た
り
す
る

財
産
処
分
の
自
由
が
あ
り
ま
す
。ま
た
、マ
ン
シ
ョ

ン
の
構
造
は
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
が
一
般
的
で
あ
り
、

減
価
す
る
の
に
時
間
が
か
か
り
ま
す
。よ
っ
て
建

物
部
分
の
固
定
資
産
税
等
は
高
く
な
り
ま
す
。

一
戸
建
て
は
木
構
造
で
あ
り
、建
物
部
分
の
固
定

資
産
税
は
低
く
抑
え
ら
れ
ま
す
。
立
地
及
び
価

格
が
同
等
で
あ
れ
ば
、マ
ン
シ
ョ
ン
よ
り
も
一
戸
建

て
の
方
が
固
定
資
産
税
等
は
安
く
な
り
ま
す
。つ

ま
り
、駅
前
の
マ
ン
シ
ョ
ン
と
郊
外
の
一
戸
建
て
を

比
較
す
れ
ば
、価
格
自
体
に
は
大
き
な
差
は
で

な
い
と
お
も
わ
れ
ま
す
。駅
か
ら
徒
歩
5
分
の
マ

ン
シ
ョ
ン
と
バ
ス
停
利
用
や
、街
の
中
心
ま
で
時
間

の
か
か
る
郊
外
の
一
戸
建
て
の
ど
ち
ら
を
選
ぶ
か

普
及
し
て
い
ま
す
の
で
安
全
や
安
心
面
で
も
し
っ

か
り
備
え
れ
ば
ど
ち
ら
が
有
利
、不
利
と
は
言
え

ま
せ
ん
。た
だ
、一
戸
建
て
は
木
構
造
で
あ
れ
ば

間
取
り
の
変
更
が
比
較
的
自
由
に
で
き
ま
す
。

そ
こ
に
住
む
人
の
ラ
イ
フ
サ
イ
ク
ル
に
と
も
な
い
、

子
供
の
い
る
家
庭
か
ら
、高
齢
化
し
た
家
庭
に
変

化
し
て
も
そ
れ
に
対
応
で
き
る
よ
う
改
築
す
る

こ
と
が
可
能
と
な
り
ま
す
。た
だ
し
、主
要
構
造

が
木
造
で
す
の
で
、点
検
を
し
っ
か
り
行
い
、問
題

箇
所
が
あ
れ
ば
計
画
的
に
修
繕
す
る
必
要
が
あ

り
ま
す
。木
材
は
、シ
ロ
ア
リ
、雨
漏
り
や
結
露
に

対
し
て
は
弱
い
構
造
材
で
す
。定
期
的
に
管
理
し

な
い
と
寿
命
が
短
く
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。一
方
マ

ン
シ
ョ
ン
は
先
に
述
べ
た
よ
う
に
、高
強
度
コ
ン
ク

リ
ー
ト
で
造
ら
れ
た
物
は
丈
夫
で
長
持
ち
し
ま

す
。し
か
し
、設
備
は
故
障
し
た
り
陳
腐
化
し
た

り
し
ま
す
の
で
更
新
が
必
要
と
な
り
ま
す
。ま
た
、

一
戸
建
て
と
は
違
い
間
取
り
を
変
え
た
り
設
備
の

位
置
を
変
え
た
り
す
る
可
変
性
が
低
い
の
で
あ

ま
り
大
き
な
変
更
は
で
き
ま
せ
ん
。

　

マ
ン
シ
ョ
ン
、一
戸
建
て
ど
ち
ら
が
良
い
の
か
を

比
較
す
る
の
は
難
し
い
よ
う
で
す
。住
む
人
の
価

値
観
に
よ
っ
て
大
き
く
変
わ
り
ま
す
。ど
ち
ら
が

有
利
か
、お
得
か
等
は
一
概
に
言
え
な
い
の
が
現

状
で
す
。
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選
ぶ
な
ら
、マ
ン
シ
ョ
ン
か
一
戸
建
て
か

2013 December
社 会 問 題・環 境 問 題
に 目を 向 け よう！

　おかげさまで会社設立から27年目を走り
続けております。創業以来、円昭では不動
産業・不動産投資顧問業を中心に、不動
産仲介・管理、不動産調査、不動産コンサ
ルティングにより会社の発展を支えてまい
りました。これもひとえに皆様方のご支援の
賜物と厚く感謝を申し上げます。厳しい時
代ではございますが、今後さらなる進化をと
げ、よりよいサービスを提供するために努力
して参る所存です。今後とも一層のご支援
を賜りますようよろしくお願い申し上げます。

株式会社　円昭　スタッフ一同
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すべてのモノと情報が、ネットのプラットフォーマーに呑み
込まれていく。「いいね!」をクリックするたびに、われわれは
知らず知らず、自分の首を絞めているのではないか?より快
適な、より便利な生活を追い求め、「無駄」の排除を続けた
果てに生まれるのは、皮肉にも人間そのものが「無駄」になる社会。ネットの進
化が実社会にもたらすインパクトを、「ビジネスモデル小説」の第一人者が冷徹
に見据える。これは、amazon.comのこの本の紹介文です。1995年から9年間
で、amazon.comの売上高は5000倍となりました。この急成長の半面、書店
は05年からの6年間で、店舗数を半減させました。アメリカ書店大手のボーダー
ズは、2011年に破産。日本の書店は2000年から9年間で、6000軒が閉店し
ました。このような現象が各業界で起こっています。出版業界、写真業界、携帯
電話等、雇用が不要となる社会が生み出されているのです。現代のIT社会の
行く末を分析し、間もなくやってくる近い将来に警鐘をならす一冊です。

コ・ラ・ム

高強度コンクリート（こうきょうどコンクリート）
建築学会では「設計基準強度が普通コンクリートで36N/平方mm以上～60N/
平方mm以下、軽量コンクリートで36N/平方mmを超える範囲のコンクリート」と
定義されています。土木学会の高強度指針にはその用語の定義はありませんが、
設計基準強度が60N/平方mm以上～80N/平方mm程度までのコンクリートに
適用するとなっています。この場合、高性能減水剤の使用を勧めています。建築
学会(JASS-5 18節)に規定されている調合の定め方は、基本的には一般のコ
ンクリートと同じですが、高強度への配慮として次の項目を挙げています。
1．水、セメント比５５％以下
2．スランプ15cm以下(高性能AE減水剤を用いる場合や流動化コンクリートに
した場合18cm以下)。
3．単位水量は185kg/立方m以下でできるだけ小さくする。
4．単位セメント量は標準として450kg/立方m以下とされており、単位セメント量
の最小値を普通コンクリートでは290kg/立方m、軽量コンクリートでは
320kg/立方mとしている。
5．コンクリート中の塩化物含有量は塩素イオン量で0.3kg/立方m以下とする。

Challenge1
エコな生活スタイルを選択しよう
Challenge2
省エネ製品を選択しよう
Challenge3
自然を利用したエネルギーを選択しよう

Challenge4
ビル・住宅のエコ化を選択しよう
Challenge5
CO2削減につながる取り組みを応援しよう
Challenge6
地域で取り組む温暖化防止活動に参加しよう

株式会社円昭のスタッフは6つのチャレンジを実行します。

チャレンジ25キャンペーン  http://www.challenge25.go.jp/

著者：楡　周平 
出版社：新潮新書　価格：￥777-（税込）

お勧めの一冊
「いいね！」が社会を破壊する

いて、所管行政庁に届出をしなければなら
ない。この届出の対象となる建築物の規
模は2,000㎡以上とされている。

（２）第一種特定建築物の改築・増築を行う場
合
　改築・増築にかかる部分の床面積の合
計が2,000㎡以上のものは、外壁、窓等を
通しての熱の損失の防止及び措置する空
気調和設備等に係るエネルギーの効率的
利用に関する措置について、所管行政庁
に届出をしなければならない。

（３）２以上の昇降機の取替えを行う場合
　空気調和設備等に係るエネルギーの効
率的利用のための措置について、所管行
政庁に届出をしなければならない。

（４）定期報告
　外壁、窓等を通しての熱の損失の防止
および設置する空気調和設備に係るエネ
ルギーの効率的利用に関する措置につい
て届出を行った建築物については、その届
出にかかる事項に関する当該建築物の維
持保全の状況について、所管行政庁に定
期報告をしなければならない。

石油などの燃料資源の有効な利用の確保を
第一義的な目的とし、エネルギーの消費面に
おいて大きな比重を占める工場、建築物、機
械器具について、エネルギー使用の合理化を
総合的に進めるための必要な処置を定めたも
のである。

1.法の目的
この法律は、内外におけるエネルギーをめぐる
経済的社会的環境に応じた燃料資源の有効
な利用の確保に資するため、工場等、輸送、建
築物及び機械器具についてのエネルギーの使
用の合理化に関する所要の措置その他エネル
ギーの使用の合理化を総合的に進めるために
必要な措置等を講ずることとし、 もつて国民経
済の健全な発展に寄与することを目的とする。

2.用語の定義
（１）エネルギー

　燃料及びこれを熱源とする熱ならびに
電気をいう。

（２）燃料
　原油及び揮発油、重油その他経済産業
省令で定める石油製品、可燃性天然ガス
並びに石炭及びコークスその他経済産業
省令で定める石炭製品であって、燃焼その

他の経済産業省令で定める用途に供する
ものをいう。

3.建築物についての規制
特定建築物を建築する場合、建築主は当該建
物の省エネルギー措置に関する規定の項目に
ついて届出を行わなければならない。また、所
管行政庁は、届出内容が著しく不十分であると
認めるときは、建築主に対して届出事項を変更
すべき旨を指示することができる。
（1）第一種建築物の新築をしようとする場合
（床面積の合計が2,000㎡以上）
　特定建築物のうち建築物に係るエネル
ギーの使用の合理化を特に図る必要があ
る大規模なものとして政令で定める規模
以上のものの新築（住宅事業建築主が第
一種特定建築物である特定住宅を新築す
る場合を除く。）若しくは政令で定める規模
以上の改築又は建築物の政令で定める
規模以上の増築、当該建築物の外壁、窓
等を通しての熱の損失の防止及び当該建
築物に設ける空気調和設備等に係るエネ
ルギーの効率的利用のための措置を的確
に実施することにより、建築物に係るエネ
ルギーの使用の合理化に資するように努
めなければならない。そして、その措置につ

【エネルギーの使用の合理化に関する法律】

不動産 の

ゆ く え 省エネルギー法（建物関係）（国土交通省）
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